


この商品は約 15年程前に特許を取得され現在は公知の特許で発明者より直接遺志を引き継

ぎ商品に致しました。約 9 年前、この商品と発明者に出会いました。「君は何がやりたい」

と訊ねられ「福祉の事がやりたいです」と答えました。「だったらこれをやりなさい」と差

し示されたのが現在の商品でした。 

前職の関係で岐阜県内主に東海 3 県、病院や施設様、在宅ケアで専門職の方々やご利用者

様のケアを目の当たりにして参りました。 

また、自営の傍らアルバイトで選んだ福祉、介護関係で働く中、水分補給等で困っている

方にも接して参りました。試作段階で出会った当時「これは必要だ」と深い関心がありま

した。発明者の思い・苦労されてきた時代のことに触れ、このまま埋もれてしまうことを

とても残念に思い、「もったいない」と思いました。当時は見向きもされておらず必要な方々

がいるのに「なぜ？」と言う思いと疑問、自問自答を繰り返し現在に至りました。 

2013 年に厚労省の傘下公益財団法人テクノエイド協会へ問い合わせ、お手紙を書きました。

その年、癌の末期だった発明者は痛み止めを服用しながらの上京でした。有識者の方々の

前で発表の場をいただきました。その翌年に発明者は緩和ケアに入院をされておりました

がその数カ月後に全国配布の冊子に試作段階で掲載していただきました。必ず商品にして

困っている方へお届けすると言う信念の基、発明者から直接に引き継ぎ世の中の困ってい

る方へ届ける約束を果たすために発明者亡き後も一心に商品化へ向け取り組んで参りまし

た。専門職の方や一般の方、困っている心ある皆様に支えていただき今日に至りやっとス

タート地点に立たせていただきました。この時代背景、高齢者社会ニーズに応える時だと

実感致しております。永い歳月、模索を続け様々な方々にご指南いただき励まされ努めな

がらも精進致して参りました。 

日本呼吸器学会調べによりますと、現在、日本人の死亡原因の第 4 位は肺炎です。死亡す

る 75 歳以上は 94％、90 歳以上には死亡原因 2 位とのことです。超高齢化社会を迎える日

本はじめ諸外国の人類においても必要な商品だと考えます。高齢者の肺炎の 70％以上が誤

嚥に関係しているとも言われています。優れた抗菌薬治療が開発されている現在でも治療

困難なことが多く高齢者の死亡原因となっているとのことです。そのことについても例え

ば胃ろうの方や水分補給困難になった場合水分補給は勿論、以下のようなことも、楽のみ

進化形 sakura には期待できることです。 

1、口腔内を例えば 1 分間に数滴でも潤してあげることで菌の増殖を抑制できるのではと考

えます。 

2、口腔内環境整え菌を抑制することで嚥下反射を呼び起こし改善できるのではとも考えま

す。誰しもが避けては通れない終末期に好きな飲み物を飲用いただくことも可能です。尊

厳に関わることではありますが様々な専門家の皆様にも貴重なご意見やご指南賜る中、「シ

ンプルに本当に必要なことや物は広まっていきます」との励ましのお声もいただいており

ます。従来の楽飲み・ぐい飲みの様に広く認知され、一家に一台「備えあれは憂いなし」

と感じていただき、いざという時の為に備えていただければ幸いに存じます。 
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